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悦

成

一

は

じ

め

に

『
正

法

眼

蔵

随

聞

記

』

巻

五

(
以
下

『
随
聞

記
』

と
略

称
し
、
巻
数

は

長
円
寺

本
に
よ
る
)

に
、

文

三
酋
、
ホ
メ
テ
白
品

ノ
中

二
有

ル
ヲ
、
善

ト
云

フ
、
ソ
シ
リ
テ
黒
品

ノ
中

(1
)

ニ
ヲ
ク
ヲ
、
悪
ト
云

と
い
う
引
用
文
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
文
中
に
用

い
ら
れ
て
い
る

「
黒
品

・
白
品
」

と
い
う
語
句
の
意
味
に
つ
い
て
は

『宗
教
研
究
』
第
五
十
三

巻
に
お
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
た
。
そ
こ
で
、

こ
こ
で
は
前
回
に
続

い
て
、
『随
聞
記
』
に
見
ら
れ
る
道
元
禅
師
の
善
悪
観
を
中
心
に
考
察

す
る
。

し
か
し

『随
聞
記
』
に
は
以
下
に
述
べ
る
如
く
問
題
点
が
内
在
し
て

い
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は

「随
聞
記
に
み
ら
れ
る
道
元
禅
師

の
善
悪
観
」
と
限
定
し
て
お
く
。

そ
こ
で
、
そ
の
問
題
点
に
少
し
く
言

及
す
る
と
、
第

一
に

『
正
法
眼
蔵
』
と

『
随
聞
記
』
の
関
係
、
及
び
後

者
の
性
格

に
関
連
す
る
諸
問
題
で
あ
る
。

仏
法
は
常
に
こ
の
現
実
と
い
う
存
在
に
そ
の
最

重
点
を
置
き
、
そ
れ

を
強
く
説
か
ん
が
為
に
過
去
、
未
来
を
説
い
た
と
も
い
い
う
る
。
今
を

よ
り
良
く
生
き
る
こ
と
は
、
先
に
よ
り
良
く
死

ぬ
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

以
外
に
道
は
な

い
。
と
す
れ
ば
、
仏
教
学
で
い
う
第

一
義
諦
は
、
理
想

と
し
て
そ
の
役
割
を
担
い
、
思
想
面
で
の
仏
の
教

え
を
支
え
る
存
在
と

い
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
京
し
て
重
要
な
の
は
第

一
義
の
裏
付
け

に
よ
り
支
え
ら
れ
た
思
想
が
、
現
実
の
世
界
で
実

践
面
と
し
て
如
何
に

作
動
す
る
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
と
い
え
る
。

こ
れ
が
欠
如
す
れ
ば
空

理
空
論
と
な
り
、
救
い
の
な
い
、
現
実
か
ら
遊
離
し
た
世
界
に
陥
る
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
意
味
か
ら
、
世
俗
諦
こ
そ
、

つ
京
り
修
行

実
践
過
程

こ
そ
重
視
す
べ
き
存
在
で
あ
る
。

道
元
禅
師
に
お
け
る
第

一
義
の
書
、
本
文
上

の
書
で
あ
る

『
正
法
眼

蔵
』
に
説
か
れ
た
内
容
と
、
道
元
禅
師
が
懐
婁
に
向
か

つ
て
修
行
の
要

諦
を
折
に
ふ
れ
て
垂
示
し
た
仮

の
書
、
修
証

の
書
と

し
て
の

『随
聞

記
』
の
内
容
を
、
語
句
の
共
通
性
な
ど
か
ら
安
易

に
混
合
口
し
て

一
つ
の

結
論
を
導
き
出
そ
う
と
す
る
の
は
、
適
正
な
試

み
で
は
な
い
の
で
は
な
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か
ろ
う
か
。

道
元
禅
師
の

『
宝
慶
記
』
の
如
く
、
懐
婁
の

『
随
聞
記
』
は
籏
底
に

秘
さ
れ
、
著
者
の
存
命
中
に
は
他
の
者
に
決
し
て
被
見
を
許
さ
ぬ
性
格

の
書
で
あ
り
、
『
正
法
眼
蔵
』
と
は
そ
の
目
的
も
成
立
も
自
ら
違

つ
て

い
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
正
法
眼
蔵
」
の
名
は
冠
せ
ら

れ
て

い

る
が
、
別
箇
の
書
と
し
て
捉
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
い
う
京
で
も
な
い

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
現
在
に
あ

つ
て
も

『
随
聞
記
』
の
性
格
に
つ
い
て

決
定
し
た
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。

た
だ

こ
こ
で
い
え
る
こ
と
は
、
道
元
禅
師
に
随
侍
し
た
懐
饗
は
既
に

仏
教

へ
の
深
い
学
識
と
修
行
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
禅

師
の
垂
示
が
懐
婁
に
よ

つ
て
正
確
、
忠
実
に
理
解
さ
れ
、
書
き
留
め
ら

れ
て
い
る
と
し
て
も
、
や
は
り
懐
突
の
存
在
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の

で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
細
は
次
の
機
会
に
譲
る
。

と
こ
ろ

で

「
黒
品

・
白
品
」
と
い
う
語
句
の
使
用
例
を
経
論
釈
の
中

か
ら
、
二
、
三
挙
げ
て
み
る
と
、
京
ず
経
典
に
は
、

(
2
)

所
謂
説
法
者
、
即
為
善
知
識
、
…
…
、
於
白
黒
品
等
、
常
修
常
遠
離

(『大

宝
積
経
』
巻
第
五
十
)

と
あ
り
、

白
品
は
修
す
べ
き
存
在
で
、
黒
品
は
遠
離
す
べ
き
存
在
で
あ

る
と
示
す
。
そ
れ
は
何
故
で
あ
る
の
か
。
以
下
の
文
に
よ
り
理
解
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

如
是
芯
翻
若
純
黒
業
得
純
黒
報
、
若
純
白
業
得
純
白
報
、
若
雑
業
者
当
受
雑

(3
)

報
、
是
故
汝
等
離
純
黒
雑
業
、
修
純
白
業
、
如
是
応
修

(『大
宝
積
経
巻
』

第
五
十
七
)

こ
の
引
用
文
と
同
様
な
内
容
を
記
す
経
典
に

『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』

(
4
)

巻
四
百
七
十

一
「
第
二
分
衆
徳
相
品
」
も
あ
る
。

京
た
、
論
書
に
お
い
て
は
、

(
5
)

此
所
能
治
所
取
能
取
即
是
黒
晶
白
品
差
別
、
為
レ
離
二
此
執
一説
二
中
道
行
一

(『
弁
中
辺
論
』
巻
下

「弁
得
果
品
」
第
六
)

と
あ
り
、
釈
書
で
は
、

同
じ
く
黒
品
と
白
品
と
の
差
別
に
よ
り
て
二
種
の
所
取
能
取
の
辺
あ
り
と
云

ふ
。
そ
の
中
、
黒
品
中
に
於
て
無
明
乃
至
老
死
な
る
十
二
有
支
あ
り
。
同
様

に
白
品
中
に
於
て
も
無
明
等
の
滅
の
差
別
に
よ
り
て
無
明
の
滅
乃
至
老
死
の

滅
な
る
十
二
種
あ
り
。
(『
中
辺
分
別
論
釈
疏
』
五

「無
上
乗
品
」
、山
口
益

訳
)

と
あ
る
。
こ
の
論
、
釈
書
は
、
前
者
は
原
典
の
玄
奨
訳
で
あ
り
、
後
者

は
原
典

へ
の
安
慧
の
註
釈
で
あ
る
。
両
者
と
も
そ
の
内
容
は
、
能
所
の

二
辺
を
離
れ
る
こ
と
が
中
道
で
あ
り
、
苦
の
成
立
は
勿
論
の
こ
と
、
苦

の
展
滅
さ
え
も
、
苦
を
除
こ
う
と
す
る
主
体
と
、
滅
せ
ら
る
べ
き
苦
と

の
、
能
所
の
二
辺
と
し
て
離
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
説
く
。

つ
京

り
、
苦
の
成
立
と
し
て
の
黒
品
も
、
苦
の
滅
除

で
あ
る
白
品
も
、
能
所

の
差
別
相
と
し
て
離
れ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
が
中
道
で
あ
る
、
と

説
く
。
そ
こ
に
お
い
て
語
ら
れ
る
内
容
は
、
虚
妄
分
別
を
離
れ
る
と
い

う
意
味
で
、
道
元
禅
師
の
本
文
上
の
立
場

と

し
て
の

「
不
染
汚

の
修

証
」

へ
と
連
な
る
と
も
い
え
る
が
、

こ
こ
で
は
あ
く
京
で

『
随
聞
記
』
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に
お
け
る
修
証
の
立
場
に
つ
い
て
論
を
進
め
る
。

二

仏
法

と
世
俗
倫
理

に

つ
い
て

『
随
聞
記
』
で
は
、
仏
法
と
世
俗
倫
理
の
関
り
に
っ
い
て
、
終
始

一

貫
し
た
内
容
の
垂
示
が
な
さ
れ
て
お
り
、
あ
く
京
で
世
と
出
世
が
分
け

て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
点
は

『
普
勧
坐
禅
儀
』
と
内
容
を
異
に
す

る
面
で
あ
り
、

こ
の
二
書
に
お
い
て
示
さ
れ
る
道
元
禅
師
の
立
場

の
相

異
と
い
え

る
。
『坐
禅
儀
』
に
は

「普
勧
」
の
語
が
冠
せ
ら
れ
て

い
る

よ
う
に
、
立
宗
宜
言
の
書
と
も
い
い
う
る
立
場
で
あ
り
、
思
想
の
真
髄

を
著
わ
し
た
書
と
い
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て

『随
聞
記
』
で
は

「
学
道

の
人
」
「
学
仏
道
の
人
」
「
仏
道
を
学
す
る
人
」
を
対
象
と
し
て
お
り
、

禅
師
自
身
が
修
行
者
の
立
場
に
京
で
降
り
て
説
か
れ
た
と
い
え
、
基
本

的
に
性
格
を
異
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『随
聞
記
』
巻
二

(以
下
、
『
随
聞
記
』
の
引
用
文
は
巻
数
の
み
示
し
、
書

名
は
略
す
)
に
、

自
行
化
他
成
就
セ
ン

と
い
う
句
が
見
ら
れ
る
如
く
、
そ
の
説
く
と
こ
ろ
全
て
は
修
証
教
化
に

つ
い
て
の
教
訓
と
い
う
こ
と
が
で
る
。

で
は
、
自
行
化
他
の
最
要
は
何

か
と
い
え
ば
、

我
執
ヲ
破
テ
名
利
ヲ
捨
ツ
ル
、
第
一
ノ
用
心
也

(巻
二
)

学
道
ハ
須
ク
君
我
ヲ
ハ
ナ
ル
ベ
シ
、
タ
イ
ヒ
千
経
万
論
ヲ
学
シ
得
タ
リ
ト

モ
、
我
執
ヲ
ハ
ナ
レ
ズ
ハ
、
ツ
イ
ニ
魔
坑
ニ
ヲ
ツ

(巻
六
)

所
謂
出
家
ト
云
ハ
、
先
ヅ
吾
我
名
利
ヲ
ハ
ナ
ル
ベ
キ
也

(巻
六
)

の
立
場
に
立

つ
こ
と
で
あ
り
、

こ
こ
で
示
さ
れ

て
い
る
自
己
の
執
着
を

離
れ
る
と
は
、
観
念
と
し
て
の
戯
論
に
終
始
し
な
い
、
現
実
生
活
と
密

着
し
た
立
場
で
の
執
着
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
出
家
者
と
し
て
の
自

己
を
忘
じ
、
世
の
善
悪
を
分
別
し
、
他
の
批
判

に
煩
い
、
自
己
を
捨

て

得
ず
し
て
仏
道
に
背
く
こ
と
を
戒
め
た
の
で
あ

る
。

京
た
次
に
、
世

・
出
世
を
区
別
し
た
立
場
で
の
善
悪
が
如
何
に
示
さ

れ
て
い
る
か
を
見
る
と
、

入
レ
仏
道
ニ
ハ
、
善
悪
ヲ
分
チ
、
ヨ
シ
ト
思
ピ
ア
シ
ト
思

フ
ヲ
捨
テ
、
…
…

ヨ
ク
モ
ア
レ
、
ア
シ
ク
モ
ア
レ
仏
祖
ノ
言
語
行
履

二
順
ヒ
行
ク
也

(巻
三
)

世
間
ノ
人
必
シ
モ
善
ト
ス
ル
コ
ト
ア
タ
ハ
ズ

(巻
三
)

仏
祖
ノ
行
道
ハ
、
必
衆
善
ノ
所
レ集
也

(巻
四
)

又
云
、
善
悪
ト
云
事
難
レ定

(巻
五
)

穴
賢
、
仏
道
修
行
ノ
功
ヲ
モ
テ
、
代
リ
ニ
善
果
ヲ
得
ン
ト
思

フ
事
無
レ

(巻
六
)

の
如
く
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
等
の
事
柄
を
示
す
比
喩
と
し
て
恵
心
僧

都

(巻
一
)
、
智
覚
禅
師

(巻
二
)
の
行
為
を
挙
げ
、
世
情
で
は
悪
と
し

て
分
類
さ
れ
た
と
し
て
も
、
出
世
の
行
者
の
立
場
で
は
慈
悲
と
な
る
例

を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
吾
我
を
離
れ
た
本
来
の
自
己
が
為
し
た
行

為
と
し
て
、
行
為
の
名
の
み
残

つ
て
業
と
し
て
の
具
体
性
を
失
い
、
機

能
を
果
さ
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
出
世
の
仏
行
と
し
て
、
世

の
善
悪

の
範
囲
に
留
ら
な
い
の
で
あ
る
。
仏
祖
の
行
道

は
善
悪
の
範
疇
に
属
す
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存
在
で
は
な
く
、
京
た
、
仏
祖
は
善
行
を
成
す
こ
と
に
よ
つ
て
仏
道
を

成
ず
る
の

で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

学
道
ノ
人
、
多
分
云
、
若
共
ノ
事
ヲ
ナ
サ
バ
、
世
人
是
ヲ
諦
セ
ン
カ
ト
、
此

ノ
条
甚
ダ
非
也
、
世
間
ノ
人
、
何
ト
モ
諦
ト
モ
、
仏
祖
ノ
行
履
、
聖
教
ノ
道

理

ニ
テ
ダ
ニ
モ
ア
ラ
バ
、
依
行
ス
ベ
シ
、
世
人
挙
テ
褒
ト
モ
、
不
二
聖
教
道

理
画
祖
師
モ
不
レ
行
コ
ト
ナ
ラ
バ
、
依
行
ス
ベ
カ
ラ
ズ

(巻
四
)

か
ら
も
明

ら
か
で
あ
る
。
京
た
逆
に
、
善
行
に
よ

つ
て
仏
道
を
成
就
せ

ん
と
思
う

こ
と
も
不
可
得
と
な
る
の
で
あ
る
。
学

仏
道
の
者

に
と

つ

て
、
世

・
出
世
の
問
に
重
な
り
合
う
点
は
な
い
こ
と
を
示
し
、
時
と
し

て
そ
の
価
値
観
は
逆
転
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

更
に
付

け
加
え
る
な
ら
ば
、

で
は
仏
道
を
成
就

し
た
仏
祖

に
と

つ

て
、
世
の
善
悪
は
如
何
な
る
存
在
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
垂
示
が

『
随

聞
記
』
の
中
に

一
箇
所
あ
る
。
そ
れ
は
、

諸
法
皆
仏
法
ナ
リ
ト
体
達
シ
ツ
ル
上
ハ
、
悪
ハ
決
定
悪
ニ
テ
仏
祖
ノ
道
二
遠

ザ
カ
リ
、
善
ハ
決
定
善
ニ
テ
仏
道
ノ
縁
ト
ナ
ル

(巻
四
)

と
述
べ
ら

れ
、
仏
道
を
体
達
し
た
者
に
と
つ
て
は
、
世

・
出
世
の
二
元

的
立
場
は
消
滅
し
、
「
諸
法
皆
仏
法
」
な
ら
ざ
る
存
在
は
な
く
な
る

の

で
あ
る
。

そ
の
時
に
到

つ
て
は
じ
め
て
、
世
の
悪
と
い
え
ど
も
行
道
の

障
り
と
な
り
、
善
と
い
え
ど
も
助
縁
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
道

元
禅
師
の
仏
道
体
達
の
境
涯
か
ら
出
た
垂
示
で
あ
り
、
修
行
途
上
の
者

が
い
う
べ
き
立
場
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

京
た
、

善
悪
を
述
べ
る
に
つ
い
て
は
戒
と
の
関
り
を
見
逃
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
『
随
聞
記
』
に
お
い
て
戒
に
つ
い
て
の
垂
示
が
見
ら

れ
る

の
は
五
箇
所

(語
句
と
し
て
布
薩
、
受
戒
、
菩
薩
戒
が
使
用
さ
れ
て
い
る
垂
示

の
み
)
で
あ
り
、
長
円
寺
本
に
よ
る
巻
数
で
は
巻

一
、
二
に
そ
の
大
部

分
が
集
京

つ
て
い
る
。
そ
の
例
を
挙
げ
れ
ば
次

の
如
く
で
あ
る
。

菩
薩
戒
受
三
宝
二
帰
シ
テ
…
…
(

巻

一
)

菩
薩
戒
ノ
意
ハ
、
直
饒
小
乗
ノ
品
、
小
乗
道
ヲ
問
ト
モ
、
只
大
乗
ヲ
以
テ
答

ヘ
キ
也

(巻

一
)

戒
行
持
斉
ヲ
守
護
ス
ベ
ケ
レ
バ
ト
テ
、
又
是
ヲ
ノ
ミ
宗
ト
シ
テ
、
是
ヲ
奉
公

二
立
テ
、
是
二
依
テ
得
道
ス
ベ
シ
ト
思
フ
モ
又
是
レ
非
也

(巻
二
)

そ
の
中
で
も
特
に

「巻
二
ー

一
口
、
同
四
口
、
同
十
三
」
に
お
い
て

は
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
道
元
禅
師
の
戒
に
つ
い
て
は
榑
林
博

(7
)

士
の

「不
染
汚
の
修
証

そ
の
三
」
お
よ
び
平
川
博
士
の

「
道
元
の
戒

(8
)

観
と
律
観
」
に
詳
し
い
。

い
つ
れ
に
し
て
も

『
随
聞
記
』
に
お
け
る
垂
示
で
は
、
学
仏
道

の
人

を

「只
管
打
坐
」
の
世
界

へ
と
導
入
す
る
こ
と
が
そ
の
主
眼
と
な
り
、

戒
よ
り
も
坐
禅
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
は

い
え
、
「撫
戒
」
で
は

な
く

「
禅
外
有
戒
」
の
始
覚
門
的
立
場
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
か

ら
も

『
随
聞
記
』
の
性
格
の

一
端
を
窮
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
次
に
、
行
為
の
当
体
で
あ
る

「学
仏
道
の
人
」
の
真
実
な
る

存
在
、

つ
京
り
心
性
に
対
し
て
道
元
禅
師
は
如
何
な
る
垂
示
を
さ
れ
て

い
る
か
、
例
を
挙
げ
て
み
る
と
次
の
如
く
な
る
。

人
人
皆
有
レ仏
性
也
、
徒
二
卑
下
ス
ル
コ
モ
莫
レ

(巻
二
)
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仏
法
ヲ
行
ズ
ル
ニ
、
品
ヲ
エ
ラ
ブ
ベ
キ
ニ
非
ズ

(巻
五
)

こ
の
よ
う
に
、
我
々
に
は
全
て
仏
性
が
備
わ

つ
て
お
り
、

こ
こ
に
生

き
て
い
る
自
己
の
他
に
仏
は
な
く
、
全
て
は
平
等
で
あ
り
、
機
根
の
上

下
差
別
は
、
発
菩
提
心
の
前
に
問
題
で
な
く
な

る
、
と
す

る
の
で
あ

る
。
た
だ
仏
道
に
入
り
、
本
来
の
自
己
を
見
出
す
努
力
を
重
ね
る
か
否

か
が
問
題

な
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
自
己
の
心
性
に
虚
像
の
世
界

を
創
り
出

し
て
ゆ
く
虚
妄
分
別
を
捨
て
よ
、
と
説
示
す
る
の
で
あ
る
。

人
ノ
心
元
ト
モ
リ
善
悪
ナ
シ
、
善
悪
縁
二
随
テ
ヲ
コ
ル
、
…
…
、
是
即
チ
決

定
シ
テ
心
二
定
相
ナ
ク
シ
テ
、
縁
ニ
ヒ
カ
レ
テ
ト
モ
カ
ク
モ
ナ
ル
也
、
故
二

善
縁
ニ
ア
ヘ
バ
ヨ
ク
ナ
リ
、
悪
縁
二
近
ツ
ケ
バ
ワ
ル
ク
ナ
ル
也

(巻
六
)

こ
の
内
容
か
ら
、
後
に
不
生
禅
を
説
く
盤
珪
永
琢
の
言
葉
と
比
較
す
る

こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
道
元
禅
師
と
盤
珪
で
は
思
想
背
景
が
全
く
異
な

り
、
表
面
的
な
文
字
の
相
似
の
み
で
安
易
な
比
較
は
で
き
な
い
の
で
、

こ
こ
で
は
そ
の
点
に
言
及
し
な
い
。

三

む
す

び

道
元
禅

師
に
お
い
て
、
白
は
仏
法
に
従

つ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
苦

の
消
滅
を
意
味

(
四
諦
の
滅
道
)
す
る
が
、
善

で
は
な

い
。
同
じ
く
黒

も
、
仏
法

に
従
つ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
り
、
苦
の
成
立

(四
諦
の
苦
集
)

を
意
味
す

る
が
、
悪
で
は
な
い
。
修
証
の
立
場
に
お
い
て
は
、
世
俗
の

善
悪
は
機
能
も
具
体
性
も
持
た
な
い
の
で
あ
る
。
京
た
、
心
性
も
善
悪

で
語
ら
れ

る
存
在
で
は
な
い
と
し
て
、
『随
聞
記
』
で
は
単

な
る

「
止

悪
修
善
論
」
を
説
く
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、

何
ト
シ
テ
カ
仏
祖
ノ
道
ヲ
善
悪
ヲ
モ
テ
判
ス
ベ
キ

(巻
四
)

と
示
さ
れ
る
。

し
か
し
、

こ
の
立
場
は
出
世
の
修
行
者
に
限
ら
れ
、
世

俗
に
お
け
る
善
悪
の
機
能
、
価
値
を
否
定
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
勿

論
で
あ
る
。

修
行
者
は
こ
れ
ら
道
元
禅
師
の
垂
示
に
よ
り
、
第

一
義

と
し

て
の

『
不
染
汚
の
修
証
』

へ
導
か
れ
、
「
諸
法
皆
仏
法
」
を
体
達

せ
ね
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
初
め
て
世
間
的
善

悪
も
仏
法
と
関
り
を
持

つ
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

1

拙
論
中
の
引
用
は
、
全
て
東
隆
真
編
著

『
五
写
本
影
印
正
法
眼
蔵
随
聞

記
』
(圭
文
社
、
昭
和
五
十
四
年
)
に
よ
る
。

2

大
正
蔵
十

一
、
二
九
七
頁
a

3

大
正
蔵
十
一
、
二
二
二
六
頁
c

4

大
正
蔵
七
、
三
八
三
頁
a

5

山
口
益
博
士
編

『弁
中
辺
論
』
(鈴
木
学
術
財
団
、
昭
和
四
十
一
年
と

一
九
頁
。

6

山
口
益
博
士
訳
註

『
中
辺
分
別
論
釈
疏
』
(鈴
木
学
術
財
団
、
昭
和
四

十
一
年
)
二
三
九
頁
。

7

樽
林
皓
堂
博
士

「
不
染
汚
の
修
証
そ
の
三
」
(『
道
元
禅
の
研
究
』
中
山

書
房
、
昭
和
四
十
一
年
)
二
〇
八
-
二
三
五
頁
。

8

平
川
彰
博
士

「道
元
の
戒
観
と
律
観
」
(『道
元
禅
の
思
想
的
研
究
』
春

秋
社
、
昭
和
四
十
八
年
)
三
八
九
-
四
三
〇
頁
。

(愛
知
学
院
大
学
禅
研
究
所
研
究
員
)

続

『
黒
品

・
白
品
』

考

(
佐

藤
)
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